
IPストレージサービスの設定

Cisco MDS 9000シリーズ IPストレージ（IPS）サービスは、オープン規格の IPベーステクノ
ロジーを使用することによって、ファイバチャネルSANの到達距離を延長します。このスイッ
チは Fibre Channel over IP（FCIP）を使用して異なる SANアイランド間を接続し、IPホストか
らファイバチャネルストレージにアクセスできるようにします。

FCIP機能は、IPSポートを備えたモジュールで使用でき、Cisco MDS 9250i、MDS 9220i、およ
び Cisco MDS 9700ディレクタスイッチで使用できます。

（注）

MDS 9700シリーズスイッチ用 Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールでは、ファイバ
チャネルおよび FCIP機能を使用できます。Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールは、
どの Cisco MDS 9700シリーズスイッチでも使用できます。

この章は、次の項で構成されています。

•機能情報（2ページ）
•サポート対象ハードウェア（2ページ）
• FCIPおよび iSCSIインターフェイスのアップグレード（2ページ）
• Cisco MDS 9220iスイッチでの IPSポートの構成（2ページ）
• Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールでの 40 Gbps速度の構成（3ページ）
• IPv4の IPストレージインターフェイスの構成（4ページ）
•基本 IPStorage構成（5ページ）
• IPSポートコアダンプを備えたファイバチャネルモジュール（5ページ）
• IPStorageの VLANについて（7ページ）
•インターフェイスサブネットの要件（8ページ）
• IPStorage接続の確認（8ページ）
• IPStorage IPv4-ACLのガイドライン（9ページ）
• IPStorageハイアベイラビリティの構成（10ページ）
• CDPの設定（12ページ）
• IPStorageインターフェイスでのリンク速度の変更（13ページ）
•統計の表示（20ページ）
•イーサネットMAC統計情報の表示（21ページ）
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• TCP統計情報の表示（22ページ）
• IPStorageサービスパラメータのデフォルト設定（24ページ）

機能情報
この項では、CiscoMDSNX-OSリリース 9.x以降の新機能と変更された機能について説明しま
す。

表 1 :機能情報の表

説明リリース機能

この機能を使用すると、Cisco MDS 24/10
ポート SAN拡張モジュールの IPSポートで
40 Gbpsの速度を構成できます。

9.3(1)Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モ
ジュールでの 40 Gbps速度の構成
（3ページ）

サポート対象ハードウェア
次のタイプのハードウェアに FCIPおよび iSCSI機能を構成できます。

• CiscoMDS 9700シリーズディレクタスイッチおよびCiscoMDS 9220iファブリックスイッ
チの Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールは、FCIPをサポートしています。

• Cisco MDS 9250iマルチサービスファブリックスイッチは iSCSIをサポートします。

FCIPおよび iSCSIインターフェイスのアップグレード
ISSU/Dは、これらの上位層インターフェイスをサポートする基盤となる IPSおよび
GigabitEthernetインターフェイスの更新とともに、FCIPおよび iSCSIインターフェイスに影響
を与えます。ファイバチャネルインターフェイス（IPSおよびGigabitEthernetインターフェイ
スと同じモジュールまたはスイッチ上の FCインターフェイスを含む）、FCoEイーサネット
インターフェイス、およびスーパーバイザモジュールはすべて、中断することなく更新されま

す。

Cisco MDS 9700ディレクタ内では、IPSポートを備えたモジュールは、IPSポートを備えた次
のモジュールがアップグレードされる前に 5分の遅延を実装します。

Cisco MDS 9220iスイッチでの IPSポートの構成
Cisco MDS NX-OSリリース 8.5(1)以降、Cisco MDS 9220iファブリックスイッチがサポートさ
れます。Cisco MDS 9220iスイッチは、6つの IPSポートをサポートします。ポート 1～ 4は 1
Gbpsおよび 10 Gbpsの速度をサポートし、ポート 6は 40 Gbpsの速度をサポートします。デ
フォルトでは、最初の 2つのポートは 1 Gbpsの速度モードで動作し、ライセンス付与されま
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す。他のポートと異なる速度モードを有効にするには、ライセンスを取得する必要がありま

す。最初の 2つのポートから他のポートのいずれかにデフォルトライセンスを移動できませ
ん。ライセンスの詳細については、『Cisco MDS 9000シリーズ NX-OSライセンスガイド』を
参照してください。

Cisco MDS 9220iスイッチは、3個の 1 Gbpsまたは 10 Gbps IPSポート、1個の 1、10、25 Gbps
IPSポート、1個の 25 Gbps IPSポート、および 1個の 40 Gbps IPSポートをサポートします。
これらのポートはすべて、単一のサービスエンジンによって処理されます。下のテーブルに、

CiscoMDS9220iスイッチの IPSポートで構成できるさまざまな速度の組み合わせを示します。

25G速度モードで動作する IPStorageインターフェイスには、FEC RS-IEEEが必要です。接続
されたスイッチのイーサネットインターフェイスも、FEC RS-IEEEを使用するように構成す
る必要があります。IPStorageインターフェイスが init状態のままである場合は、接続されたス
イッチのイーサネットインターフェイスが FEC RS-IEEEを使用するように構成します。

表 2 : Cisco MDS 9220iスイッチの IPSポート速度構成マトリックス

ポート 6ポート 5ポート 4ポート 3（Port
3）

ポート2ポート1速度モー

ド

Out-of-serviceOut-of-service1 Gbps1 Gbps1 Gbps1 Gbps1 Gbps

Out-of-serviceOut-of-service10 Gbps10 Gbps10 Gbps10 Gbps10 Gbps

Out-of-service25 Gbps25 GbpsOut-of-serviceOut-of-serviceOut-of-service25 Gbps

40 GbpsOut-of-serviceOut-of-serviceOut-of-serviceOut-of-serviceOut-of-service40 Gbps

25 Gbpsの速度は、Cisco MDS NX-OSリリース 9.3(1)でサポートされます。（注）

Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールでの 40 Gbps
速度の構成

Cisco MDS NX-OSリリース 8.5(1)以降では、Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールの
IPSポート 9および 10で 40 Gbpsを設定できます。Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュー
ルは、8個の 1 Gbpsまたは 10 Gbps IPSポートと 2個の 40 Gbps IPSポートをサポートします。
ポート 1～ 4およびポート 9はサービスエンジン 1によって処理され、ポート 5～ 8および
ポート 10はサービスエンジン 2によって処理されます。各 Service Engineの容量は 40 Gbpsで
す。ポート 9および 10では 40 Gbpsの速度のみを設定できます。ポート 9で 40 Gbpsの速度を
設定すると、サービスエンジンの機能が 40 Gbpsであるため、ポート 1～ 4はアウトオブサー
ビスになります。ただし、ポート 10が 40 Gbpsの速度に設定されていない場合は、ポート 5
～ 8を 1 Gbpsまたは 10 Gbpsの速度に設定できます。同様に、ポート 10で 40 Gbpsの速度を
設定すると、ポート 5～ 8はアウトオブサービスになります。ただし、ポート 9が 40 Gbpsの
速度に設定されていない場合は、ポート 1～ 4を 1 Gbpsまたは 10 Gbpsの速度に設定できま
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す。次のテーブルに、Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールの IPSポートで構成できる
さまざまな速度の組み合わせを示します。

40 Gbps IPSポートで最大スループットを実現するための推奨設定は次のとおりです。

• FCIPトンネルの最大帯域幅は 10 Gbpsです。したがって、40 Gbps IPSポートに 4つの
FCIPトンネルを設定します。FCIPトンネルを作成するには、40 Gbps IPSポートに 4つの
VLANサブインターフェイスを作成します。各 VLANで FCIPトンネルを作成します。

• TCP接続の数を 5に構成します。

表 3 : Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールの IPSポート速度構成マトリクス

サービスエンジン 2サービスエンジン 1

ポート10ポート 5～
8

ポート9ポート 1～
4

Out-of-service1 GbpsOut-of-service1 Gbps

Out-of-service10 GbpsOut-of-service10 Gbps

Out-of-service10 GbpsOut-of-service1 Gbps

Out-of-service1 GbpsOut-of-service10 Gbps

Out-of-service1 Gbps40 GbpsOut-of-service

Out-of-service10 Gbps40 GbpsOut-of-service

40 GbpsOut-of-serviceOut-of-service1 Gbps

40 GbpsOut-of-serviceOut-of-service10 Gbps

40 GbpsOut-of-service40 GbpsOut-of-service

IPv4の IPストレージインターフェイスの構成
FCIPと iSCSIは両方とも TCP/IPを使用してネットワーク接続を行います。各 IPSポートを搭
載したファイバチャネルモジュールでは、接続は適切に構成されている 24/10ポート SAN拡
張モジュールを持つ Cisco MDS 9250iスイッチおよび Cisco MDS 9700シリーズスイッチで IP
ストレージポートの形式で提供されます。ここでは、FCIPおよび iSCSIで IPを使用するよう
に設定するための手順について説明します。

IPSポートを備えた各ファイバチャネルモジュールの IPストレージポートには、IPSと呼ば
れる新しいポートモードが定義されます。IPSポートは、暗黙的に IPSモードに設定されてい
るため、iSCSIおよび FCIPストレージ機能を実行する場合だけ使用できます。IPSポートで
は、イーサネットフレームのブリッジングや、他の IPパケットのルーティングは行われませ
ん。

各 IPSポートはファイバチャネル SAN内の 1つの仮想ファイバチャネルホストを表します。
この IPSポートに接続されているすべての iSCSIホストは、この 1つのファイバチャネルホ
ストを介して統合および多重化されます。
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ファイバチャネルストレージサブシステムですべてのホストデバイスに対する明示的なLUN
アクセスコントロールが必要な大規模な iSCSI構成では、プロキシイニシエータモードを使
用して設定を簡素化します。

IPSポートを搭載したファイバチャネルモジュールの IPStorageポートは、同じ IPSブロード
キャストドメインで管理 IPSポートとして構成しないでください。これらは、個別のスタンド
アロンハブまたは個別の VLANを使用して、異なるブロードキャストドメインで構成する必
要があります。

ヒント

基本 IPStorage構成
次の図に、IPバージョン 4（IPv4）での基本の IPStorage構成例を示します。

図 1 : IPStorage IPv4構成例

IPStorageインターフェイスが接続されているイーサネットスイッチ上のポートは、スイッチ
ポートの代わりにホストポート（アクセスポートともいう）として構成する必要があります。

（イーサネットスイッチ上の）そのポートのスパニングツリー設定をディセーブルにする必要

があります。これにより、（スパニングツリー設定がイネーブルであればイーサネットスイッ

チが実行する）イーサネットスパニングツリー処理の待ち時間による管理ポートの起動待ち時

間を回避できます。Ciscoイーサネットスイッチの場合は、Cisco IOSの switchport hostコマン
ドまたは Catalyst OSの set port hostコマンドのいずれかを使用します。

（注）

IPSポートコアダンプを備えたファイバチャネルモ
ジュール

IPSのコアダンプは、他のモジュールに対するシステムのカーネルコアダンプとは異なりま
す。IPSポートを搭載したファイバチャネルモジュールのオペレーティングシステム（OS）
が予期せずにリセットされた場合、メモリイメージのコピー（IPSコアダンプ）を取得する
と、リセットの原因の確認に役立ちます。その状況では、IPSポートを搭載したファイバモ
ジュールからスーパーバーザモジュールにコアダンプが送られ、格納されます。シスコ製

MDSスイッチには、次の 2つのレベルの IPSコアダンプがあります。
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•部分コアダンプ（デフォルト）：部分コアダンプはそれぞれ 4つの部分（4つのファイ
ル）で構成されます。4つのファイルはすべて、アクティブなスーパーバイザモジュール
に保存されます。

10/24ポート SAN拡張モジュールを搭載した Cisco MDS 9700シリーズスイッチで各部分
のコアダンプは、5つの部分 (5つのファイル)で構成されています。5個のファイルはす
べて、アクティブなスーパーバイザモジュールに保存されます。

これらのファイルを表示するには show coresコマンドを使用します。

•完全コアダンプ：Cisco MDS 9250iスイッチおよび SSN-16モジュールの完全コアダンプ
は、それぞれ 64の部分（64個のファイル）で構成され、24/10ポート SAN拡張モジュー
ルを搭載した Cisco MDS 9700シリーズスイッチの完全コアダンプは 67の部分（67個の
ファイル）で構成されます。MSM ~ 18/4モジュールの IPSコアダンプは、32の部分で構
成されています。このコアダンプの保存には大きな容量が必要となるため、このコアダ

ンプはスーパーバイザモジュールに保存されません。外部TFTPサーバーに直接コピーさ
れます。

IPSコアダンプ（およびその他のコアダンプ）のコピー先となる外部 TFTPサーバの構成
には、system cores tftp:コマンドを使用します。

IPSポートを搭載したファイバチャネルモジュールの IPSコアダンプを構成するには、次の
ステップを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

スイッチのすべての IPSポートを搭載したファイバ
チャネルモジュールの完全コアダンプの生成を構

成します。

switch(config)# ips core dump fullステップ 2

ips core dump full’ successfully set for module
9

スロット 9の IPSを搭載したファイバチャネルモ
ジュールの部分コアダンプ（デフォルト）の生成を

構成します。

switch(config)# no ips core dump fullステップ 3

ips core dump partial’ successfully set for
module 9

次のタスク

自動ネゴシエーションの設定

デフォルトで、自動ネゴシエーションはすべての IPStorageインターフェイスで有効になって
います。指定した IPStorageインターフェイスに対して、自動ネゴシエーションを有効または
無効に設定できます。自動ネゴシエーションをイネーブルに設定すると、ポートはリンクの相
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手方に基づいて速度やポーズの方式、および着信信号のデュプレックスを自動的に検出しま

す。また、自動ネゴシエーション機能を使用して、リンクアップの状態も検出できます。

MTUフレームサイズを構成する

ポートで大きな（ジャンボ）フレームを伝送するようにスイッチのインターフェイスを設定で

きます。デフォルトの IP最大伝送単位（MTU）フレームサイズは、すべてのイーサネット
ポートで1500バイトです。ポートにジャンボフレームを設定すると、MTUサイズを最大9000
バイトに拡張できます。

MTUの最小サイズは 576バイトです。（注）

MTUの変更は中断を伴うため、ソフトウェアがMTUサイズの変更を検出すると、すべての
FCIPリンクと iSCSIセッションにフラップが発生します。

ヒント

無差別モードを構成する

無差別モードは、特定の IPStorageインターフェイスで有効または無効に設定できます。無差
別モードを有効に設定すると、IPStorageインターフェイスはすべてのパケットを受信します。
その後、ソフトウェアによって IPStorageインターフェイス宛てではないパケットがフィルタ
リングされて廃棄されます。

IPStorageの VLANについて
仮想 LAN（VLAN）は、1つの物理 LANネットワーク上で複数の仮想レイヤ 2ネットワーク
を構成します。VLANを使用すると、トラフィックの隔離、セキュリティの確保、およびブ
ロードキャストの制御が可能になります。

IPStorageポートは、IEEE 802.1QVLANによってカプセル化されたイーサネットフレームを自
動的に認識します。複数の VLANから送信されたトラフィックを単一の IPStorageポート上で
終端させる必要がある場合は、VLANごとに 1つずつサブインターフェイス構成します。

IPSポートを搭載したファイバチャネルモジュールまたはMPS-14/2モジュールがシスコ製
イーサネットスイッチに接続されていて、複数のVLANからのトラフィックを単一の IPSポー
トに送信する必要がある場合は、イーサネットスイッチで次の要件を確認します。

•カプセル化がデフォルトの ISLでなく、802.1Qに設定されている

• VLAN IDを IPStorageインターフェイス名のサブスクリプションとして使用して、サブイ
ンターフェイス名を作成します。

<slot-number> / <port-number>
<VLAN-ID>

IPストレージサービスの設定
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インターフェイスサブネットの要件
IPStorageインターフェイス（メジャー）、サブインターフェイス（VLAN ID）、および管理
インターフェイス（mgmt0）は、構成に応じて、同じサブネットまたは異なるサブネット上に
設定できます（次のテーブルを参照）。

表 4 :同じスイッチ内のイーサネットインターフェイスのサブネット要件

注記同じサブ

ネットを許

可

インターフェイス
2

インターフェイ

ス1

2つのメジャーインターフェイスは同じ
サブネットまたは異なるサブネット内に

設定できます。

はい。IPStorage 1/2IPStorage 1/1

VLAN IDが同じ 2つのサブインターフェ
イスは、同じサブネットまたは異なるサ

ブネット内に設定できます。

○
1

IPStorage 1/2.100IPStorage 1/1.100

VLAN IDが異なる 2つのサブインター
フェイスは、同じサブネットに設定でき

ません。

NoIPStorage 1/2.200IPStorage 1/1.100

サブインターフェイスは、メジャーイン

ターフェイスと同じサブネットに設定で

きません。

NoIPStorage 1/1.100IPStorage 1/1

mgmt0インターフェイスは、IPStorageイ
ンターフェイスまたはサブインターフェ

イスと同じサブネットに構成できません。

いいえIPStorage 1/1.100mgmt0

いいえIPStorage 1/1mgmt0

1 IPSec対応インターフェイスを除き、同じ IPサブネットに構成しないでください。

上のテーブルの構成要件は、イーサネットポートチャネルにも適用されます。（注）

IPStorage接続の確認
有効な IPアドレスを使用して IPStorageインターフェイスを接続したら、各スイッチのイン
ターフェイス接続を確認します。IPホストの IPアドレスを使用してこのホストに対して ping
を実行し、スタティック IPルートが正しく設定されていることを確認します。
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接続に失敗した場合は、次のことを確認してから、IPホストに再びpingを実行してください。

•宛先（IPホスト）の IPアドレスが正しく構成されている。

•ホストがアクティブ状態である（電源が投入されている）。

• IPルートが正しく構成されている。

• IPホストから IPStorageインターフェイスサブネットに至るルートが存在する。

• IPStorageインターフェイスは up状態です。

（注）

IPStorage IPv4-ACLのガイドライン

IPStorageインターフェイスに IPv4-ACLがすでに構成されている場合、このインターフェイス
をイーサネットポートチャネルグループに追加できません。

ヒント

IPStorageインターフェイスで IPv4-ACLを構成する際には、次の注意事項に従ってください。

• Transmission Control Protocol（TCP）または Internet Control Message Protocol（ICMP）だけ
を使用します。

ユーザーデータグラムプロトコル（UDP）や HTTPなどの他の
プロトコルは、IPStorageインターフェイスではサポートされてい
ません。これらのプロトコルに関するルールを含む ACLを
IPStorageインターフェイスに適用することは可能ですが、これら
のルールは無効になります。

（注）

•インターフェイスをイネーブルにする前に、インターフェイスに IPv4-ACLを適用します。
このようにすれば、トラフィックが流れ始める前にフィルタを適用できます。

•次の条件を確認します。

• [log-deny]オプションを使用する場合、1秒ごとに記録されるメッセージ数は最大 50
です。

• IPStorageインターフェイスに established、precedence、および fragmentsオプション
を含む IPv4-ACLを適用すると、これらのオプションは無視されます。

•前から存在している TCP接続に IPv4-ACLのルールを適用しても、このルールは無視
されます。たとえば、Aと Bの間に既存の TCP接続がある場合に、送信元が Aで送
信先が Bのパケットをすべて廃棄する IPv4-ACLを適用しても、このルールは無効に
なります。

IPストレージサービスの設定
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IPStorageハイアベイラビリティの構成
Virtual Router Redundancy Protocol（VRRP）およびイーサネットポートチャネルは、iSCSIおよ
び FCIPサービスにハイアベイラビリティを提供する 2つの IPStorage機能です。

iSCSIおよび FCIPサービスの VRRP
VRRPは iSCSIおよび FCIPサービスに対して、IPStorageポートへの冗長代替パスを提供しま
す。VRRPを利用すると、IPアドレスを代替 IPStorageインターフェイスにフェールオーバー
して保護できます。これにより、IPアドレスが常に使用可能な状態になります（下の図を参
照）。

図 2 : VRRPの例

上の図では、VRRPグループのメンバーは、すべて IPStorageポートでなければなりません。
VRRPグループメンバーには、次のインターフェイスを 1つまたは複数設定できます。

•同じ IPSポートを搭載したファイバチャネルモジュールまたはMSM-18/4モジュールの
1つまたは複数のインターフェイス

• 1台のスイッチの IPSを搭載したファイバチャネルモジュールまたはMSM-18/4モジュー
ルのインターフェイス

•異なるスイッチの IPSを搭載したファイバチャネルモジュールまたはMSM-18/4モジュー
ルのインターフェイス

• IPStorageサブインターフェイス

•イーサネットポートチャネルおよびポートチャネルサブインターフェイス

IPストレージサービスの設定
10

IPストレージサービスの設定

IPStorageハイアベイラビリティの構成



メインインターフェイスとすべてのサブインターフェイスを含めて、1つの IPStorageインター
フェイスには、IPv4と IPv6の両方で最大 7つの VRRPグループを構成できます。

IPストレージインターフェイスの VRRPの構成
IPv4または IPv6を使用して IPStorageインターフェイスのVRRPを構成するには、次のステッ
プを実行します。

手順

ステップ 1 switch1# config terminal

構成モードに入ります。

ステップ 2 switch(config)# interface IPStorage 2/2

IPStorageインターフェイスでインターフェイス構成モードを開始します（スロット 2、ポート 2）。

ステップ 3 IPv4を使用して IPStorageインターフェイスの VRRPを構成するには、次のステップを実行します。
a) switch(config-if)# ip address 10.1.1.10 255.255.255.0

IPStorageインターフェイスに IPv4アドレス（10.1.1.10）およびサブネットマスク（255.255.255.0）を
割り当てます。

b) switch(config-if)# no shutdown

選択されたインターフェイスを有効にします。

c) switch(config-if)# vrrp 100

VR ID 100を作成します。

d) switch(config-if-vrrp) # address 10.1.1.100

選択した VRRPグループ（VR IDで識別される）の仮想 IPv4アドレス（10.1.1.100）を設定します。

（注）

仮想 IPv4アドレスは、IPStorageインターフェイスの IPv4アドレスと同じサブネットにある必要があ
ります。VRRPグループのメンバーはすべて同じ仮想 IPv4アドレスを設定する必要があります。

e) switch(config-if-vrrp) # priority 10

この VRRPグループ内における、選択したインターフェイスのプライオリティを設定します。

（注）

プライオリティが最も高いルータがマスターとして選択されます。

f) switch(config-if-vrrp) # no shutdown

選択したインターフェイスで、VRRPプロトコルを有効にします。

ステップ 4 IPv6を使用して IPStorageインターフェイスの VRRPを構成するには、次のステップを実行します。

IPストレージサービスの設定
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a) switch(config-if)# ipv6 address 2001:0db8:800:200c::417a/64

IPStorageインターフェイスに IPv6アドレスを割り当てます。

b) switch(config-if)# no shutdown

選択されたインターフェイスを有効にします。

c) switch(config-if)# vrrp ipv6 100

VR ID 100を作成します。

d) switch(config-if-vrrp-ipv6) # address 2001:0db8:800:200c::417a

1つのプライマリリンクローカル IPv6アドレス、または複数のセカンダリ IPv6アドレスの 1つを割り
当てます。

（注）

この IPv6アドレスが物理 IPv6アドレスと同じ場合、このスイッチは自動的にこの IPv6アドレスの所
有者になります。

e) switch(config-if-vrrp-ipv6) # priority 10

この VRRPグループ内における、選択したインターフェイスのプライオリティを設定します。

（注）

プライオリティが最も高いルータがマスターとして選択されます。

f) switch(config-if-vrrp-ipv6) # no shutdown

選択したインターフェイスで、VRRPプロトコルを有効にします。

（注）

VRRPの preemptオプションは、IPSのインターフェイスではサポートされません。ただし、仮想 IPv4 IP
アドレスがインターフェイスの IPv4IPアドレスでもある場合、プリエンプションは暗黙的に適用されま
す。

CDPの設定
CiscoDiscoveryProtocol（CDP）はスーパーバイザモジュールの管理イーサネットインターフェ
イス、および IPSポートを搭載したファイバチャネルモジュールまたはMSM-18/4モジュー
ルの IPStorageインターフェイスでサポートされています。

CDPの構成の詳細は、『Cisco MDS 9000シリーズ NX-OS基本構成ガイド』を参照してくださ
い。

IPストレージサービスの設定
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IPStorageインターフェイスでのリンク速度の変更
ここでは、次の内容について説明します。

Cisco MDS 9250iマルチサービスファブリックスイッチのリンク速度
の変更

Cisco MDS 9250iマルチサービスファブリックスイッチには、1 Gbpsおよび 10 Gpsのリンク
速度をサポートする2個の IPStorageインターフェイスがあります。デフォルトでは、IPStorage
インターフェイスのリンク速度は 10 Gbpsに構成されています。

リンク速度の変更は、CiscoMDSNX-OSリリース 6.2(13)以降の Cisco 10 Gbps IPStorageプラッ
トフォームでサポートされています。IPStorageポートのいずれかが 1 Gbpsに構成されている
場合は、Cisco MDS NX-OSリリース 6.2(13)よりも前のリリースへの ISSDは許可されていま
せん。このようなダウングレードを行う前に、ポートのリンク速度をデフォルトの 10 Gbpsに
再設定します。

IPStorageインターフェイスで 1 Gbpsリンク速度を構成する

IPストレージインターフェイスで 1 Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch1# config terminalステップ 1

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface IPStorage
slot-number/port-number-range

ステップ 2

管理者がインターフェイスを無効にし、そのイン

ターフェイスを通過するトラフィックを停止しま

す。

switch(config-if)# shutdownステップ 3

インターフェイスとすべてのサブインターフェイス

のリンク速度を1000Mbps（1Gbps）に設定します。
switch(config-if)# switchport speed 10002

例：

ステップ 4

（注）This speed change will disrupt FCIP/iSCSI
traffic for 5 mins on all IPStorage ports. If このコマンドにより、選択された FCIPエンジンの

すべての IPStorageポートがリセットされます。こ
FCIP tunnels are configured please make sure
max-bw <= 1000 Mbps and tcp-connections set to
2. Do you want to continue(y/n) ? [n] れにより、トラフィックが最大5分間中断されるこ

とがあります。デフォルトでは、nが選択されま
す。コマンドを中止するには Enterキーを押しま

IPストレージサービスの設定
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目的コマンドまたはアクション

す。続行するには yと入力して Enterキーを押しま
す。

3

管理者がインターフェイスを有効にします。switch(config-if) # no shutdownステップ 5

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 6

IPStorageポートの動作速度を表示します。switch# show ips statusステップ 7

IPStorageインターフェイスで 10 Gbpsリンク速度を構成する

IPストレージインターフェイスで 10Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch1# config terminalステップ 1

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface IPStorage
slot-number/port-number-range

ステップ 2

管理者がインターフェイスを無効にし、そのイン

ターフェイスを通過するトラフィックを停止しま

す。

switch(config-if)# shutdownステップ 3

インターフェイスとすべてのサブインターフェイス

のリンク速度を 10000 Mbps（10 Gbps）に設定しま
す。

switch(config-if)# switchport speed 100004ステップ 4

（注）

このコマンドにより、選択された FCIPエンジンの
すべての IPStorageポートがリセットされます。こ
れにより、トラフィックが最大5分間中断されるこ
とがあります。デフォルトでは、nが選択されま
す。コマンドを中止するには Enterキーを押しま
す。続行するには yと入力して Enterキーを押しま
す。

5

管理者がインターフェイスを有効にします。switch(config-if) # no shutdownステップ 5

IPストレージサービスの設定
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目的コマンドまたはアクション

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 6

IPStorageポートの動作速度を表示します。switch# show ips statusステップ 7

次のタスク

設定されているリンク速度と Small Form-Factor Pluggable（SFP）速度機能が一致しない場合、
ポートは Error Disabled状態になり、対応する syslogメッセージがログに記録されます。この
ような状況では、設定されているリンク速度または SFPのいずれかを変更する必要がありま
す。リンク速度を変更すると、ポートがすでに有効になっている場合でも、変更を適用するた

めに shutdownおよび no shutdownコマンドを明示的に発行する必要があります。

CiscoMDS 9250iマルチサービスファブリックスイッチでサポートされている 1 Gbps SFPにつ
いて詳しくは、「Cisco MDS 9000ファミリプラガブルトランシーバデータシート」を参照
してください。

速度が 1 Gbpsの IPStorageインターフェイスで FCIPトンネルを設定する方法の詳細について
は、「FCIPの設定」を参照してください。

Cisco MDS 9220iスイッチのリンク速度の変更

Cisco MDS 9220iスイッチの場合は、1 Gbpsまたは 10 Gbpsの速度から 40 Gbpsの速度に、ま
たはその逆に切り替える前に、プロファイル、トンネルなどのすべての FCIP関連の構成を削
除します。

（注）

IPStorageインターフェイスでの 1 Gbpsリンク速度の構成

IPストレージインターフェイスで 1 Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface IPStorage 1/1-6ステップ 2

IPストレージサービスの設定
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス IPS1/1-4とすべてのサブインター
フェイスのリンク速度を 1000 Mbps（1 Gbps）に設
定し、インターフェイスを管理上有効にします。

switch(config-if)# 1G-speed-mode

例：

This speed change will disrupt FCIP/iSCSI
traffic for 60 seconds on selected IPStorage

ステップ 3

IPS1/5-6をアウトオブサービスに設定します。ports.
If FCIP tunnels are configured please
make sure max-bw <= 1000 Mbps and tcp-connections
set to 2.

Do you wish to continue(y/n)? [n]

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 4

IPStorageインターフェイスで 10 Gbpsリンク速度を構成する

IPストレージインターフェイスで 10Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface IPStorage 1/1-6ステップ 2

インターフェイス IPS1/1-4とすべてのサブインター
フェイスのリンク速度を 10000 Mbps（10 Gbps）に
設定し、インターフェイスを管理上有効にします。

switch(config-if)# 10G-speed-mode

例：

This speed change will disrupt FCIP/iSCSI traffic

for 60 seconds on select IPStorage ports.

ステップ 3

IPS1/5-6をアウトオブサービスに設定します。

Do you wish to continue(y/n)? [n]

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 4

IPStorageインターフェイスでの 25 Gbpsリンク速度の構成

IPストレージインターフェイスで 25Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

IPストレージサービスの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface IPStorage 1/1-6ステップ 2

（注）

最大スループットを実現するには、TCP接続の数を
5に構成します。

インターフェイス IPS1/4-5のリンク速度を 25000
Mbps（40 Gbps）を設定し、インターフェイスを管
理上有効にします。

switch(config-if)# 25G-speed-modeステップ 3

IPS1/1～ 3および IPS1/6をアウトオブサービスに設
定します。

（注）

25gモードで IPStorageポートを使用する場合、接
続されたイーサネットインターフェイスを FEC
RS-IEEEを使用するように構成します。

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 4

IPStorageインターフェイスでの 40 Gbpsリンク速度の構成

IPストレージインターフェイスで 40Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface IPStorage 1/1-6ステップ 2

（注）

最大スループットを実現するには、TCP接続の数を
5に構成します。

IPストレージサービスの設定
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス IPS1/6のリンク速度を 40000Mbps
（40Gbps）に設定し、インターフェイスを管理上有
効にします。

switch(config-if)# 40G-speed-modeステップ 3

IPS1/1-5をアウトオブサービスに設定します。

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 4

Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールでリンク速度の変更

Cisco MDS 24/10ポート SAN拡張モジュールの場合は、1 Gbpsまたは 10 Gbpsの速度から 40
Gbpsの速度に、またはその逆に切り替える前に、プロファイル、トンネルなどのすべてのFCIP
関連の構成を削除します。

（注）

IPStorageインターフェイスでの 1 Gbpsリンク速度の構成

IPストレージインターフェイスで 1 Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface IPStorage
slot-number/port-number-range, IPStorage
slot-number/port-number

ステップ 2

（注）

port-number-rangeの値は 1 ~ 4および 5 ~ 8のみで
す。port-number-rangeが 1～ 4の場合、ポート番号
の値は 9になり、 port-number-rangeが 5～ 8の場
合、ポート番号の値は 10になります。

インターフェイスとすべてのサブインターフェイス

のリンク速度を 1000 Mbps（1 Gbps）に設定し、イ
ンターフェイスを管理上イネーブルにします。

switch(config-if)# 1G-speed-mode

例：

This speed change will disrupt FCIP/iSCSI
traffic for 60 seconds on selected IPStorage

ステップ 3

ports.
If FCIP tunnels are configured please make sure

max-bw <= 1000 Mbps and tcp-connections set to 2.

IPストレージサービスの設定
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目的コマンドまたはアクション

Do you wish to continue(y/n)? [n]

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 4

IPStorageインターフェイスで 10 Gbpsリンク速度を構成する

IPストレージインターフェイスで 10Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface
IPStorageslot-number/port-number-range, IPStorage
slot-number/port-number

ステップ 2

（注）

port-number-rangeの値は 1 ~ 4および 5 ~ 8のみで
す。port-number-rangeが 1～ 4の場合、ポート番号
の値は 9になり、 port-number-rangeが 5～ 8の場
合、ポート番号の値は 10になります。

インターフェイスとすべてのサブインターフェイス

のリンク速度を 10000 Mbps（10 Gbps）に設定し、
インターフェイスを管理上イネーブルにします。

switch(config-if)# 10G-speed-mode

例：

This speed change will disrupt FCIP/iSCSI traffic
for
60 seconds on selected IPStorage ports.

ステップ 3

Do you wish to continue(y/n)? [n]

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 4

IPStorageインターフェイスでの 40 Gbpsリンク速度の構成

IPストレージインターフェイスで 40Gbpsのリンク速度を構成するには、次のステップを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

構成モードに入ります。switch# config terminalステップ 1

IPストレージサービスの設定
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目的コマンドまたはアクション

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを開始します。

switch(config)# interface
IPStorageslot-number/port-number-range, IPStorage
slot-number/port-number

ステップ 2

（注）

port-number-rangeの値は 1 ~ 4および 5 ~ 8のみで
す。port-number-rangeが 1～ 4の場合、ポート番号
の値は 9になり、 port-number-rangeが 5～ 8の場
合、ポート番号の値は 10になります。

インターフェイスのリンク速度を40Gbpsに設定し、
範囲内のインターフェイスをアウトオブサービスに

設定します。

switch(config-if)# 40G-speed-modeステップ 3

IPStorageインターフェイスコンフィギュレーション
モードを終了し、特権 EXECモードに戻ります。

switch(config-if)# endステップ 4

統計の表示
ここでは、IPStorageポートのギガビットイーサネットおよび TCP/IPの統計情報を確認する例
を示します。

インターフェイスが起動して期待どおりに機能していることを確認するには、各スイッチで

show interface IPStorageコマンドを使用します。

IPStorageインターフェイスの表示

switch# show interface IPStorage 4/1
IPStorage4/1 is up
Hardware is IPStorage, address is 008e.7339.39e7
Internet address is 10.197.141.81/24
MTU 2500 bytes
Port mode is IPS
Speed is 10 Gbps
Beacon is turned off
Auto-Negotiation is turned on
5 minutes input rate 77012744 bits/sec, 9626593 bytes/sec, 112755 frames/sec
5 minutes output rate 2762915176 bits/sec, 345364397 bytes/sec, 175258 frames/sec
71187036 packets input, 6078261484 bytes
0 multicast frames, 0 compressed
0 input errors, 0 frame, 0 overrun 0 fifo
110617842 packets output, 217860230652 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 0 fifo
0 carrier errors

switch# show interface IPStorage 5/1-10 brief

--------------------------------------------------------------------------------
Interface Status IP Address Speed MTU
--------------------------------------------------------------------------------
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IPStorage5/1 up 1.1.1.1/24 10 Gbps 2500
IPStorage5/2 up 2.2.2.2/24 10 Gbps 2500
IPStorage5/3 up 3.3.3.3/24 10 Gbps 2500
IPStorage5/4 up 4.4.4.4/24 10 Gbps 2500
IPStorage5/5 up 6811::3456/64 1 Gbps 2300
IPStorage5/6 up 9.9.9.1/24 1 Gbps 2500
IPStorage5/7 up 7.7.7.1/24 1 Gbps 2500
IPStorage5/8 up 8.8.8.1/24 1 Gbps 2500
IPStorage5/9 outOfServc -- auto 1500
IPStorage5/10 outOfServc -- auto 1500

イーサネットMAC統計情報の表示
show ips stats mac interface ipsコマンドは、パラメータとして IPStorageインターフェイスをと
り、そのインターフェイスの統計情報を返します。

イーサネットMACの統計情報を表示するには、サブインターフェイスではなく物理インター
フェイスを使用します。

（注）

IPStorageインターフェイスのMAC統計情報の表示

switch# show ips stats mac interface ips 4/1

DPP HW IPStorage port 4 (octeon port 19) statistics

Rx stats :
dropped : 0 octs, 0 pkts
l2 red pkts : 0 mcast, 0 bcasts
l3 red pkts : 0 mcast, 0 bcasts
oversize : 0 pkts, 0 crcpkts
runt : 0 pkts, 0 crcpkts
inband : 0 octs, 0 pkts, 0 err
pci raw : 0 pkts
fcs_align_err : 0 pkts

total : 0 octs, 0 pkts

length of [pkts]:-
[64B] : 0 [65B-127B] : 0
[128B-255B] : 0 [256B-511B] : 0
[512B-1023B] : 0 [1024B-1518B] : 0
[1519B-MAX] : 0

Tx stats :
total : 0 octs, 0 pkts
dropped : 0 octs, 0 pkts

Hw-intf stats :
total : 0 Rx_octs, 0 Rx_pkts
dropped : 0 Rx_pkts
total : 0 Tx_octs, 0 Tx_pkts
dropped : 0 Tx_pkts
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TCP統計情報の表示
TCP統計情報を表示および確認するには、show ips stats tcp interface ips を使用します。この
コマンドは、メインイーサネットインターフェイスをパラメータとしてとり、接続リストお

よび TCP状態とともに TCP統計情報を表示します。detailオプションは、インターフェイス
で維持されているすべての情報を表示します。次の例を参照してください。

TCP統計情報の表示

switch# show ips stats tcp interface ips 4/1

TCP statistics for port IPStorage4/1
Connection Stats
0 active openings, 3 accepts
0 failed attempts, 12 reset received, 3 established
Segment stats
163 received, 355 sent, 0 retransmitted
0 bad segments received, 0 reset sent
TCP Active Connections
Local Address Remote Address State Send-Q Recv-Q
0.0.0.0:3260 0.0.0.0:0 LISTEN 0 0

詳細な TCP統計情報の表示

switch# show ips stats tcp interface ips 4/1 detail

TCP Statistics for port IPStorage4/1
TCP send stats
355 segments, 37760 bytes
222 data, 130 ack only packets
3 control (SYN/FIN/RST), 0 probes, 0 window updates
0 segments retransmitted, 0 bytes
0 retransmitted while on ethernet send queue, 0 packets split
0 delayed acks sent
TCP receive stats
163 segments, 114 data packets in sequence, 6512 bytes in sequence
0 predicted ack, 10 predicted data
0 bad checksum, 0 multi/broadcast, 0 bad offset
0 no memory drops, 0 short segments
0 duplicate bytes, 0 duplicate packets
0 partial duplicate bytes, 0 partial duplicate packets
0 out-of-order bytes, 1 out-of-order packets
0 packet after window, 0 bytes after window
0 packets after close
121 acks, 37764 ack bytes, 0 ack toomuch, 4 duplicate acks
0 ack packets left of snd_una, 0 non-4 byte aligned packets
8 window updates, 0 window probe
30 pcb hash miss, 0 no port, 0 bad SYN, 0 paws drops
TCP Connection Stats
0 attempts, 3 accepts, 3 established
3 closed, 2 drops, 0 conn drops
0 drop in retransmit timeout, 1 drop in keepalive timeout
0 drop in persist drops, 0 connections drained
TCP Miscellaneous Stats
115 segments timed, 121 rtt updated
0 retransmit timeout, 0 persist timeout
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12 keepalive timeout, 11 keepalive probes
TCP SACK Stats
0 recovery episodes, 0 data packets, 0 data bytes
0 data packets retransmitted, 0 data bytes retransmitted
0 connections closed, 0 retransmit timeouts
TCP SYN Cache Stats
15 entries, 3 connections completed, 0 entries timed out
0 dropped due to overflow, 12 dropped due to RST
0 dropped due to ICMP unreach, 0 dropped due to bucket overflow
0 abort due to no memory, 0 duplicate SYN, 0 no-route SYN drop
0 hash collisions, 0 retransmitted
TCP Active Connections
Local Address Remote Address State Send-Q Recv-Q
0.0.0.0:3260 0.0.0.0:0 LISTEN 0 0

TCP統計情報を表示および確認するには、show ips stats icmp interface ips を使用しま
す。このコマンドは、メインイーサネットインターフェイスをパラメータとしてと

り、そのインターフェイスの ICMP統計情報を返します。

ICMP統計情報の表示

switch# show ips stats icmp interface ips 4/1

ICMP Statistics for port IPStorage4/1
0 ICMP messages received
0 ICMP messages dropped due to errors
ICMP input histogram
0 destination unreachable
0 time exceeded
0 parameter problem
0 source quench
0 redirect
0 echo request
0 echo reply
0 timestamp request
0 timestamp reply
0 address mask request
0 address mask reply
ICMP output histogram
0 destination unreachable
0 time exceeded
0 parameter problem
0 source quench
0 redirect
0 echo request
0 echo reply
0 timestamp request
0 timestamp reply
0 address mask request
0 address mask reply

IPStorageポート速度の表示

switch# show ips status
Port 1/1 READY 10G
Port 1/2 READY 1G
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IPStorageサービスパラメータのデフォルト設定
以下のテーブルでは、IPStorageサービスパラメータのデフォルト設定をリスト化します。

表 5 :デフォルトの IPStorageパラメータ

デフォル

ト

パラメータ

一部IPSコアサイ
ズ
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


